
項目 意見の趣旨 盛岡市の考え方
反映
区分

1 全体

・市の男女共同参画条例ができることを歓迎する。
うれしく思う。男女共同参画の一層の推進を期待す
る。（４人）
・性的少数者も含めた内容の条例を歓迎する。（３
人）
・条例で明文化されることにより，今まで見えな
い，見えにくいとされていた人達に希望を与える。
・条例に盛り込まれるということは市民の意識に大
きな影響を与える。性的少数者について知らなかっ
た，または偏見をもっていた人達に，人権問題とし
て考えてもらうきっかけになっていくと思う。市民
一人ひとりの人権を尊重し，住みやすい盛岡となっ
ていくため，どうぞよろしくお願いします。
・条例骨子案が包括的な内容であること，またその
方向性がジェンダー平等を基本としながらも，性的
指向や性自認などの多様性も範疇にいれたものであ
ることを心から歓迎する。国内の諸施策や国際的な
人権水準に沿うものであると同時に，盛岡市で生き
るＬＧＢＴなどの人を含む全ての人にとって，安心
や暮らしやすさにつながっていくものと考える。

　今回のパブリックコメント等の内容を踏まえ，性
別等にかかわりなく，誰もが互いの人権を尊重し，
一人ひとりの個性と能力を十分に発揮できる男女共
同参画社会を実現するため，「盛岡市男女共同参画
推進条例（案）」を,令和元年６月市議会定例会に
諮るほか，その具体的事業を位置付ける「第２次盛
岡市男女共同参画推進計画」の抜本的な見直しなど
を通じ，目指す社会の実現へ向けた施策の推進に努
めてまいります。

Ｄ

2 全体
　この条例は子どもから大人まで全ての人に関わる
もの。できるだけわかりやすい平易な言葉で書かれ
ることを望む。

　「盛岡市公文例規程（昭和40年９月16日訓令第８
号）」で定める文体等を用いることとなっておりま
すので，御理解を願います。

Ｃ

3 前文

　男女共同参画を推進してどんな地域にしたいかの
明記が必要。「～男女共同参画を推進して，誰もが
自分らしく暮らせる盛岡を目指し，この条例を制定
する。」など。

　男女共同参画の推進により，多様性に富んだ豊か
で活力あふれる持続可能な地域の構築を目指してお
りますことから，その目指すべき社会の姿がより伝
わりやすくなるよう，前文の一部を修正します。

Ａ

4 目的

　誰もが自分の問題としてとらえ，お互いの協力関
係のもとに男女共同参画が推進されるよう「パート
ナーシップ」の文言を入れてほしい。
　例えば「この条例は男女共同参画についての基本
理念及び，男女共同参画に関する施策を定め，総合
的かつ計画的に推進するものである。そのために全
ての人がそれぞれの役割を明確にするとともに，
パートナーシップを構築し，お互いの協力のもとに
男女共同参画社会の実現を図ることを目的とす
る。」など。

　骨子（案）中の「用語の定義」において，「男女
共同参画」は，「社会の対等な構成員」「社会のあ
らゆる分野における活動に参画する機会の確保」
「共に責任を担う」としておりますことから，互い
の協力関係など「パートナーシップ」の趣旨を含ん
でいるものと考えております。

Ｂ

5
用語の
定義

　「性別等」という表現を用いることで，「生物学
的性に関する問題」と「ジェンダー（社会的性別）
に関する問題」と「性的指向に関する問題」と「性
同一性（≒性自認）に関する問題」を十把一絡げに
している印象を受ける。前述の各問題を矮小化せ
ず，きちんと区別して取り組んでいくという姿勢を
表明するために，「性別等」という言葉が指すもの
を具体的に書くなど。

　本条例では，性別，性的指向，性自認等にかかわ
りなく，誰もが互いの人権を尊重し，全ての人が個
性と能力を十分に発揮できる社会の実現を目指す趣
旨を掲げるものであり，個別対象に係る具体的取組
につきましては，今後，予定する計画の見直しの中
で位置付けてまいります。

Ｄ

盛岡市男女共同参画推進条例（骨子案） パブリックコメント意見募集結果

【意見募集期間】平成31年4月18日～令和元年5月7日
【受付意見数】個人（10人），団体（1団体）
【反映区分】A：条例等に盛り込むもの B：条例等に盛り込み済みのもの　C：条例等に盛り込まないもの　D：その他，要望・意見・感想等
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■前文

■（1）総則

 1



【反映区分】A：条例等に盛り込むもの B：条例等に盛り込み済みのもの　C：条例等に盛り込まないもの　D：その他，要望・意見・感想等

項目 意見の趣旨 盛岡市の考え方
反映
区分

6
用語の
定義

　「誰もが」「全ての人が」「市民一人一人が」
「何人も」といった言葉を使用しているが，統一性
（整合性）を持たせた方が良い。

　市の他の条例等において，禁止事項を定める際に
用いている「何人も」以外については，御指摘のと
おり文言を統一します。

Ａ

7
用語の
定義

　NPO等の市民団体は「市民」なのか「事業者」なの
か。

　「用語の定義」で示すとおり，「営利を目的とす
るとしないとを問わず，市内で事業活動を行う個人
又は法人その他の団体」は「事業者」と位置付けて
おります。

Ｄ

8
責務

（全体）
　「責務」という言葉は重すぎてなじまない。「役
割」にしてはどうか。

　市・市民・事業者・教育関係者が協働し，意識と
行動の変化への強力な働きかけを行うため，「役
割」よりもさらに一歩踏み込む意味で「責務」とし
たほか，「男女共同参画社会基本法」における表現
を準用したものであります。

Ｃ

9
責務

（全体）

　「市民の責務」，「事業者の責務」，「教育関係
者の責務」の文に「～努めなければならない」とあ
るが，他律的な感じがする。「～努める」といった
表現の方が「条例を自分のものとしてとらえる気持
ちが強い」と感じる。

Ｃ

10
責務

（全体）

　市の責務が「～するものとする」となっているの
に対し，市民・事業者・教育関係者の責務は「～し
なければならない」となっている。市も市民・事業
者・教育関係者も対等の立場であり，同じように記
載すべきと考える。市民・事業者・教育関係者の責
務の文末を「～努めるものとする」など。

Ｃ

11 市の責務

　1点目は「策定し，実施するものとする」，2点目
は「連携を図るものとする」との文末だが，「策定
し，実施する責務を有する」「連携を図る責務を有
する」としてほしい。条例推進の第一義的責任は市
にあることを明確にすることが大切であると考える
から。（例えば男女共同参画社会基本法8条がこのよ
うな文末になっている。）

　御提案の趣旨を踏まえ，「責務を有する」に修正
します。

Ａ

12
教育関係者

の責務
　教育関係者の責務が明記されていることを歓迎す
る。

　市民等との意見交換会において，推進に必要な視
点として，多くの方から頂いた意見を参考に掲げた
ものであります。

Ｄ

13
教育関係者

の責務

　教育関係者の男女共同参画に関する意識形成が重
要であることから「研修」を義務付けてほしい。特
にLGBTに関する児童生徒の偏見が多いと感じること
から，人権教育の一環として学校教育の中に取り入
れてほしい。

　具体の実施施策につきましては，令和元年度末に
改訂予定の「第２次盛岡市男女共同参画推進計画」
策定の中で検討してまいります。

Ｄ

14
教育関係者

の責務

　「教育関係者の責務」の内容に「男女共同参画社
会とはなにかについて授業を行う」と表記してほし
い。
　人の性別は男性と女性の二元論ではなく多様なも
のである。個々人の自認によって成り立つものであ
る。性的指向も同様で，個々人の指向は多様なもの
であること。婚姻に関しても同様で，同性同士の婚
姻が認められていい多様な社会であること。これら
の内容を児童，生徒，学生に授業してほしい。

　具体の実施施策につきましては，令和元年度末に
改訂予定の「第２次盛岡市男女共同参画推進計画」
策定の中で検討してまいります。

Ｄ

　市の責務は実施義務がある一方で，市民・事業
者・教育関係者の責務は努力義務となることから，
記載の表現を統一したものでありますので，御理解
を願います。
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【反映区分】A：条例等に盛り込むもの B：条例等に盛り込み済みのもの　C：条例等に盛り込まないもの　D：その他，要望・意見・感想等

項目 意見の趣旨 盛岡市の考え方
反映
区分

15 禁止事項等

　ＤＶ被害者が，自分は精神的な暴力を受けた，と
申請すれば，加害者が条例違反をした，ということ
になってしまうのか？どのように審査するのか？
　被害者が，加害者の気を引く目的で，気のあるそ
ぶりを見せて相手を誘い，加害者は，被害者が，断
らないものだから，それがいいのだと思い込んで，
それを続ける，ということもありえる。

　苦情や相談に対する対応につきましては，必要に
応じて，本条例施行後に新たに設置する「盛岡市男
女共同参画審議会」において意見を伺うほか，関係
機関等との連携を図りながら適切な対応に努めてま
いりたいと存じております。

Ｄ

16 禁止事項等

　身体に沁みついている社会から学んだ偏見は根強
く，「同性愛？気持ち悪い」と感じる人が，ある世
代以上は非常に多いと思う。年を取っている世代
は，思い込みを変えるのは難しいところもあるかも
しれない。だから，ある程度年を取っている人は，
理解できなくてもしょうがないところもあるのでは
ないかと思う。だから，理解が浸透していない中
で，禁止事項となるのは，なかなか難しいところが
あるのではないか？偏見の発言が条例違反になった
らいいのかもしれないが，本人は理解不足から言っ
ていることなので気の毒な気もする。あまりそれで
責められると，LGBTを嫌いになってしまうのではな
いか，と恐れる。理解の促進を図ることが非常に大
切で，政策として進めていくことだと思う。

　本条例は，基本的人権の尊重の下，全ての人が互
いに認め，尊重し合う社会の実現を目指すものであ
り，意識の共有を図る一つの手法として制定するも
のであります。
　意識共有につながる具体の取組につきましては，
これまでの取組に加え，さらなる啓発活動に努めて
まいりたいと存じております。

Ｄ

17 禁止事項等

・賃金格差撤廃，性的少数者への差別の禁止
（例：履歴書の性別欄や写真貼付をやめる）
・ルッキズム（容貌による差別），年齢による差別
の禁止
・女性の妊娠中の昇給を認める。（妊娠の有無によ
る差別の禁止）
・生理休暇，育児休暇の付与を各職場に義務付け
・職場における暴力，ハラスメントを相談できる窓
口の設置を各職場，教育機関等に義務付ける。
・ハラスメント防止の研修を各職場，教育機関等に
義務付ける
・人種，ジェンダー，性，妊娠の有無，婚姻上の地
位，民族的，社会的出自，性的指向，年齢，障が
い，宗教，文化，言語，出生による差別の禁止
・先入観，固定観念を助長する広告の禁止
（例：男性と女性の組み合わせのカップルのみが
「家族」として描かれる等）

　いただいた御意見の趣旨は禁止事項等の中にある
「性別等によるハラスメントその他性別等による人
権侵害」に含まれております。またその他の具体事
例に対する義務は，男女雇用機会均等法等の関連法
令が適用されるものもあるほか，具体の実施施策に
つきましては，令和元年度末に改訂予定の「第2次
盛岡市男女共同参画推進計画」策定の中で検討して
まいります。
　なお，本条例では，性別，年齢，国籍，障がい等
の多様性のうち，特に「性別」に範囲をおき，一人
ひとりの個性と能力が発揮できる男女共同参画社会
の実現を目指しています。

Ｂ

18 禁止事項等

　DVや性別・性的指向・性自認によるハラスメン
ト，人権侵害を禁止事項として明示的に挙げられた
ことは意義のあることで，評価できる。一方で，性
別・性的指向・性自認の事由による差別的行為が，
必ずしもDVやハラスメント，人権侵害とはみなされ
ない場合もあると思う。このため，「何人も，ドメ
スティック・バイオレンス，セクシュアル・ハラス
メント，性別等による差別的な取扱い，その他の性
別等による人権侵害をしてはならない。」「何人
も，情報を発信するに当たっては，性別等による差
別や人権侵害に当たる表現又は固定的な役割分担を
反映させた表現を用いないよう努めなければならな
い。」などの表現を検討いただきたい。

　「性別による差別的取扱い」は，人権が侵害され
た場合の代表的事例（男女共同参画社会基本法第17
条逐条解説）の一つとしてあげられていることか
ら，本条例においてもこの考え方を準用したもので
す。

Ｃ
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【反映区分】A：条例等に盛り込むもの B：条例等に盛り込み済みのもの　C：条例等に盛り込まないもの　D：その他，要望・意見・感想等

項目 意見の趣旨 盛岡市の考え方
反映
区分

19 禁止事項等

　人権尊重を重要視していることの明記が必要と考
える。
　また，偏った情報により，デートDVや性加害をし
ていることに気づかない人たちやその被害者が多く
いること，性的少数者への偏見が多いこと等，情報
発信の重要性を考え，別項目（別条）とすることを
提案する。
例：
[性別等に起因する人権侵害の禁止]
[公衆に表示する情報に関する留意]

　人権尊重が重要である旨は，５つの基本理念のう
ち，その根幹を成すものとして第一に掲げていると
ころであります。
　また，この基本理念をもとに男女共同参画を推進
するため，人々の意識や行動に大きな影響を及ぼす
可能性がある情報の発信（広報，報道，広告等）に
ついて，性別等による固定的な役割分担意識や偏
見，差別，暴力的行為を助長させるような表現や情
報が伝達されないように努める必要があることか
ら，禁止事項と一体のものとしたものです。

Ｃ

20
基本体制
（全体）

　「(2)男女共同参画の推進に関する基本体制」とし
て，計画策定，実施状況の公表，推進体制の整備が
明記され，審議会についても位置づけられたこと
は，今後の施策の総合的かつ計画的な推進の加速に
つながるものと期待している。

　男女共同参画社会基本法第14条第３項で規定する
市町村男女共同参画計画は努力義務となっているた
め，本条例で推進計画の策定根拠を設け，市に計画
策定を義務付けることで，施策のさらなる推進を
図ってまいります。

Ｄ

21
情報の収集
及び提供

　男女共同参画の視点からの情報発信の推進につい
て，総則の禁止事項等に取り上げられていることを
大いに歓迎するが，努力義務という限界があるた
め，市の取組として積極的な措置の記載を提案す
る。例えば，基本的施策等の「情報の収集及び提
供」に，現在の案に加え，「市は，情報の提供や発
信に当たっては，性別等による人権侵害をなくし，
固定的な役割分担意識の解消を図るために配慮する
ものとする」ことを盛り込んではいかがか。

　御提案の内容は，市・市民・事業者・教育関係者
の全てに適用となる「禁止事項等」の中に盛り込ま
れており，今後とも市が率先して取組を進めてまい
ります。

Ｂ

22 拠点施設

　盛岡市にはすでに「もりおか女性センター」が整
備され，市内外の男女共同参画推進に多大な貢献を
していることから，施設名称の明記を検討してほし
い。

　条例制定に基づき，今後，想定される機能拡充等
にも柔軟に対応できるようにするため，施設名称の
明記はしないものの，表記の一部を「拠点施設を整
備」から，「拠点施設の機能の充実」に修正しま
す。

Ａ

23 啓発活動

　誰もが自分の問題としてとらえ，お互いの協力関
係のもとに男女共同参画が推進されるようパート
ナーシップ」の文言を入れてほしい。例えば，
「市は市民，事業者及び教育関係者に対して，男女
共同参画について関心と理解を深めるために必要な
啓発活動を市民とともに行うものとする。」など。

　市や市民の責務の中で，御提案の内容と同じ趣旨
の内容が盛り込まれているものと考えております。

Ｂ

24 啓発活動

　「推進月間」の設定が盛り込まれたことは啓発活
動に資すると考えられ評価できる。ただし，「推進
月間の期間は，市長が別に定める」とすると，市長
が変わると推進月間も変わるということにつながら
ないだろうか？国や国際機関が定める月間などと関
連した時期となるよう配慮し，条例ではっきりと定
めた方が，市民のよりどころや市民へのアピールに
なると考える。

　推進月間につきましては，基本的に国が主唱する
行事に準じることを想定しておりますが，不測の事
態発生を含め，拠点施設において実施する事業との
調整などを勘案し，状況に応じて柔軟に対応できる
よう，市長が毎年定めるものとしたものです。

Ｃ

25
積極的改善

措置

　市附属機関の委員間の均衡について盛り込まれた
ことは男女共同参画推進に不可欠なことで，高く評
価できる。一方で，本条例は性自認も含むものであ
ることから「男女の数の均衡を図るよう努める」を
「委員の性別等の多様性確保に努める」などの表現
を検討してほしい。

　どちらか一方の性別に偏らない委員構成は，多様
な意見や視点の反映につながり，よりよい課題解決
や創意工夫をもらたす効果が期待されます。性自認
の多様性もこの観点に含まれますが，積極的改善措
置の優先課題としてまずは男女数の均衡を図ること
が必要であること，また委員任命時に性自認の把握
が困難な場合も想定されますことから，原案のまま
といたします。

Ｃ

■（2）男女共同参画の推進に関する基本体制

■（3）男女共同参画の推進に関する基本的施策等
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【反映区分】A：条例等に盛り込むもの B：条例等に盛り込み済みのもの　C：条例等に盛り込まないもの　D：その他，要望・意見・感想等

項目 意見の趣旨 盛岡市の考え方
反映
区分

26 災害対応

　災害対応における男女共同参画の視点の記載を歓
迎する。
　自主防災組織や防災における審議委員の女性比率
が低いこと，防災研修に男女共同参画の視点が少な
いこと等から防災施策全体の推進が必要。また，避
難所運営などで男性が無理をしないようにするため
にも，災害後に誰もが自分らしく生きていくために
も，防災における男女共同参画の視点の重要性を明
記することが必要。盛岡市地域防災計画には，「被
災時の男女のニーズの違い等男女双方の視点にも配
慮する」「～自主防災組織の育成及び強化を図る。
その際，女性の参画の促進に努めるものとする」
（第２章第１節基本方針・第２節基本方針）との記
載だけなので，防災における男女共同参画の視点を
条例に明記することは重要と考える。

Ａ

27 災害対応

　日常どころか，生命を守る手立てさえ破壊された
災害時の対応にこそ，もっと人権尊重の理念を織り
込んで欲しいと感じた。
　東日本大震災時，避難所は，隣との境界線も囲い
もない状況だった。女の子は危険なので１人でトイ
レに行くことさえはばかれた。特に夜間はさらに危
険が高まっていた。命をつなぐ最低限の対応が精一
杯だが，そんな時ほど人権を尊重するという理念を
柱にしなければ，さまざまな人権侵害が平気で行わ
れてしまうのは，災害が起きるたびに指摘されてき
たことだと思う。
　「男女共同参画の視点」だけにとどまらず，あえ
て「性別等による人権侵害が起きないような配慮，
体制の整備」などの文言を明記といった「人権の尊
重」の基本理念を強調することを検討してほしい。

Ａ

28 災害対応

　推進の拠点施設の整備，活用促進，及び災害対応
における男女共同参画の視点が明記されていること
を高く評価する。
　さらに，東日本大震災を経験した地域の県都とし
て，災害対応における配慮を担保する体制の整備，
具体的には「拠点施設」の活用を明記することを提
案する。

　男女共同参画を推進する「拠点施設」は市の施設
であり，災害対応時には市の責務において男女共同
参画の視点で必要な対応を行う機能を有しているこ
とから，御提案の趣旨を含むものと考えておりま
す。

Ｂ

29 支援措置

　性的少数者への理解の促進を図ることが重要。そ
うでないと偏見がすでにある人から反感を買うこと
になりかねない（「気持悪いといったらだめなの？
息苦しい！」など）。ただ，理解できなくても，気
持悪く感じなくなればいいと思う。
　理解の促進といっても，当事者同士でもよく理解
できてないこともあり，同性愛者と性別違和の人は
困っているところ，気になるところ，不便なところ
が違う。でも市として理解促進の施策を行うことは
非常にいいことと思うのでがんばってやってほし
い。
　「盛岡は田舎だけど，LGBTフレンドリーな市で住
みやすい」という噂が広まれば，他県から引っ越し
てくる人もたくさんいると思う。

Ｄ

30 支援措置

　２つのことが記載されており，厳密には異なるも
のを指すと考えられるが，同様のことを指している
ようにも感じられる。前後の文脈との整合性をとる
必要などがあるとは思うが，整理検討してほしい。

Ｄ

　防災，災害及び復興の対応において，特に東日本
大震災以降，男女共同参画の視点を踏まえた取組の
重要性が高まってきていることから，表現の一部を
「市は，災害への対応（災害への発生に備える対策
を含む。）においては，男女共同参画の視点に配慮
するものとする。」から「市は，災害の防止，災害
への対応及び災害からの復興においては，男女共同
参画の視点を踏まえ，施策の推進に努めるものとす
る。」に修正します。
　なお，「男女共同参画」の用語定義及び条例全体
を貫く基本理念において，人権尊重の理念が第一に
盛り込まれております。

　性別等を理由として，固定観念や社会慣習によ
り，社会の偏見や生活上の困難などを抱える人への
理解促進と支援が必要であるため規定するもので
す。
　社会全体で差別や偏見をなくすため，講座やイベ
ント，各種啓発活動などにより知識や理解を深める
取組のほか，特にＬＧＢＴなど性的少数者の方々が
抱えることが多いとされる日常の支障を取り除く取
組（例：多目的トイレ等の整備促進，申請書等にお
ける性別欄の削除等）が必要であるため，別項目と
して記載したものです。
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項目 意見の趣旨 盛岡市の考え方
反映
区分

31 支援措置
　トランスジェンダーの人も安心して使えるトイレ
を増やす。

　具体の実施施策につきましては，令和元年度末に
改訂予定の「第２次盛岡市男女共同参画推進計画」
策定の中で検討してまいります。

Ｄ

32
苦情申出へ

の対応

　苦情申出への対応の記載を歓迎する。苦情対応に
ついては，専門知識を有するものが公平かつ迅速に
処理できるよう第三者機関が必要と考える。また，
市民の苦情申出についての明記が必要。

　審議会の中で設置できるとしている「部会」にお
いて，より専門的・集中的に内容を審議するため，
「苦情調整部会」を設置することを想定しており，
市の推進施策等に関連した苦情申出や対応などに関
する具体的な要綱等を今後，整備して周知してまい
ります。

Ｄ

33 審議会

　「盛岡市男女共同参画審議会」は，従来の「盛岡
市男女共同参画推進懇談会」からのステップアップ
であると高く評価できる。審議会の「組織等」につ
いて，積極的改善措置に盛り込まれたような委員構
成のバランス・多様性確保について明記するよう検
討してほしい。

　「積極的改善措置」の中で，市附属機関の委員の
男女数均衡を図るよう定めているところであります
が，審議会の設置に係る詳細に関しましては別に要
綱を定める予定であり，その中で委員構成のバラン
スなどを盛り込むことを検討してまいります。

Ｂ

34 審議会

　盛岡市総合計画（実施計画2019-2021）に男女共同
参画推進の課題として，「庁内の審議会などにおけ
る女性委員就任率も目標を下回っており女性の参画
機会の更なる拡大が望まれている」と記載されてい
る。岩手県男女共同参画推進条例や他自治体条例で
も記載されているように，条例に委員の男女別比率
の明記をすることの意義は大きいと考える。

　原案の「均衡を図る」と同一趣旨であることか
ら，原案のとおりとさせていただきます。

Ｂ

35 その他
　現状では男女の組み合わせみに限られている婚姻
制度を，性別に関係なく利用できるようにするこ
と。

　「同性パートナーシップ制度」などが考えられま
すが，制度設計に関しましては，今後の検討課題と
して，御意見を承ります。

Ｄ

36 その他
　保育所，幼稚園に必ず子どもを預けられるように
する。（ひとり親の子育ての不安をなくす。）

　子どもの保育等につきましては，「盛岡市子ど
も・子育て支援計画」において別に定められており
ますので，御理解を願います。

Ｄ

37 その他

　市担当部署が，条例制定に向けたプロセスにおい
て，パブリックコメントの実施はもとより，同実施
前に関係団体などを対象とした説明会などを開催し
てくださったことは非常に重要なことだったと思
う。条例制定まで，また制定後も，盛岡市における
男女共同参画が実効的に推進されるよう，引き続き
多様なステークホルダーを巻き込んだ実施を強く期
待している。

　今後とも，審議会や関係団体，市民，事業者，教
育関係者の皆様の御意見を伺いながら，計画等の作
成や見直しを行うなど，条例の趣旨をふまえなが
ら，施策を推進してまいります。

Ｄ

38 その他

　資料編（用語解説）2ページ 解説2について。
　資料の説明は，男女共同参画基本法がLGBTなど性
的少数者を前提としていないととらえられるように
感じる。しかし，同法に基づく男女共同参画基本計
画（第3次以降）には，以前から性的少数者にかかわ
る政策分野が盛り込まれていた。今後，市民や議会
などへ説明されるにあたっては，この点を踏まえて
くださるよう切に希望する。

　今後におきましても，誤解が生じないよう，適切
な説明に努めてまいります。

Ｄ

■その他

■（4）審議会
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